
令和６年度 神奈川県介護⽣産性向上推進活動⽀援事業

眠りスキャンのデータ活用により

個別ケアが推進された取組み

介護ロボット再活用のための伴走支援
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施設概要

2

⚫ 法人名：社会福祉法人 兼愛会

⚫ 施設名：しょうじゅの里小野（特別養護老人ホーム）

⚫ 住 所：神奈川県横浜市鶴見区下野谷町4-145-18

⚫ 定 員：120名

⚫ 理 念： 「親切と誠実」

当施設では、職員全員が常に誠意を持った、

心に寄り添う良質なサービスを提供することと、

ご利用者様の意思を尊重することを心がけてい

ます
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プロジェクトの概要

⚫ ICT・ロボット等の導入状況

眠りスキャン(20台)、リフト浴、ケアカルテ/タブレット

⚫ 応募理由

◾︎ 眠りスキャンのデータをもとに、利用者がどうすれば深い眠りを

得られるのか、日中にどう過ごせば良いかなどを考えられるように

なってほしい

◾︎ 今回の取組みを通して職員が自主性を上げたり、成長してもらう

機会としたい

⚫ 実施場所

3階の2ユニット（利用者数：20名）

⚫ プロジェクトメンバー：

リーダー１名、サブリーダー２名の計３名が主体
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とてもそう思う ある程度そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とてもそう思う ある程度そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とてもそう思う ある程度そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とてもそう思う ある程度そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

取組み前の課題

眠りスキャンの有効活用はできていなかった

9% 55%

眠りスキャンをうまく使いこなすことができていますか？ 眠りスキャンのデータを活用し、業務・ケアに活かすことができていますか？

36%45%

個別ケアや利用者への十分な関わりができていなかった

9% 45%

個別ケア・ユニットケアは実践できていると感じますか？ 利用者にとって十分なケアや関わりを行えていると感じますか？

36% 64%18%

9% 27% 18%

27%

アンケート結果をもとに職員で対話を進めると

• 眠りスキャンはほとんどの職員が活用しておらず、活用方法がわかっていない

• 利用者への関わり方に統一性がなく、個別的な関わりもできていない

といったことが見えてきた

※合計値が100%にならない場合があります。

値を割って四捨五⼊して⾜し算している都合上です。
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介護ロボットの再活用の取組み

① 利用者のケア・対応の課題について棚卸し（体調不良者のリスク管理、入眠・睡眠時間のバラつき、職員都合

のケアなど）→その課題の中で眠りスキャンのデータ・機能で解決できることはないか検討

② 「眠りスキャンの導入・活用マニュアル」を作成し、導入基準・目的、具体的な活用方法などを明確化

→眠りスキャンを活用し、利用者のリスク管理、趣味嗜好に応じた日中活動を行うことによる睡眠状態の改善、

利用者のタイミングに合わせたケアを推進することを目的とした
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とてもそう思う ある程度そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とてもそう思う ある程度そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とてもそう思う ある程度そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とてもそう思う ある程度そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

介護ロボットを再活用した結果

眠りスキャンを有効活用できるようになった

眠りスキャンをうまく使いこなすことができていますか？ 眠りスキャンのデータを活用し、業務・ケアに活かすことができていますか？

個別ケアや利用者への十分な関わりができるようになってきた

45%

個別ケア・ユニットケアは実践できていると感じますか？ 利用者にとって十分なケアや関わりを行えていると感じますか？

18%

9% 55%
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ポジティブ回答
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※合計値が100%にならない場合があります。

値を割って四捨五⼊して⾜し算している都合上です。
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0点～7点 8点～19点 20点～31点 32点～54点

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とてもそう思う ある程度そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

介護ロボットを再活用した結果

⚫ 仕事の充実感が増えた

あなたは今、仕事をしていて充実感を感じていますか？ SRS-18（心理的ストレス反応尺度）

⚫ 職員のストレス度が下がった

45% 18%

64%
ポジティブ回答

57%増加18%
前

後

ポジティブ回答

18%増加

27%64%

55%36%
ポジティブ回答

18%増加

今回、眠りスキャンのデータを活用し、利用者アセスメントが増えたことで

利用者に合わせたケアへの意識が向上し、ユニット全体での個別ケアが推進された

その結果、睡眠状態の改善までは至らなかったが、意欲や活気が増えた利用者もいた

さらに、職員の仕事の充実感向上やストレス度の軽減にもつながった

9%

9%

27%

9%

9%

9%
前

後

※合計値が100%にならない場合があります。

値を割って四捨五⼊して⾜し算している都合上です。
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今後の課題

① データの分析を深め、個別ケアの精度をさらに向上させる

⼊居者ごとの睡眠傾向を詳細に分析し、夜間だけでなく日中の活動にも反映させることで、⽣活リズム全体を

整えるケアを推進する

② 職員のデータ活用スキルを向上させ、チーム全体での活用を強化する

眠りスキャンのデータを効果的に読み取り、適切なケアにつなげるための勉強会を定期的に開催し、データ活用

を現場の標準にしていく

③ 夜間ケアの質を高め、負担を軽減する

眠りスキャンを活用し、必要なタイミングでの巡視・介⼊を徹底することで、⼊居者の睡眠の質を守りながら、

職員の負担も軽減する

④ 家族への情報提供を強化し、入居者のケアをともに考える機会を増やす

睡眠データを家族にも共有し、ケア方針を理解してもらうことで、家族との連携を深め、より安心できる⽣活

環境を整える

⑤ 他のテクノロジーとの連携を進め、施設全体のケアの質を向上させる

離床センサーや介護記録システムと組み合わせた活用を検討し、包括的なデータ分析を行うことで、より精度の

高いケアを目指す


